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【緒 言】歯周病で他医院にて抜歯を宣言 された

患者 さんが歯牙の保存 を希望 して来院 した。主訴

歯牙は歯周外科治療を行い保存をした。

その際,「Minimally Invasive Surgery」 を用

いたのだが,外 科的侵襲 を最小限するこの方法で

は術野が狭いので肉芽組織が完全に取 りきれない

という声がしば しば出る。 しかし,歯 周外科の主

目的は肉芽組織の除去なのだろうか。

【症例概要】患者 さんは50歳,男 性。5年 前 に

歯周病で左上1番,2番 を抜歯 して部分床義歯 を

セッ トした。最近,右 上2番,3番 の歯が ぐらつ

いてきてまた抜 くと言われた。

歯周基本治療後,改 善傾向が診 られなかった主

訴部位 には歯周外科治療 を施行 した。義歯だった

欠損部はブリッジにした。最終補綴後,問 題はな

いので歯周サポー ト治療に移行 した。現在は歯周

サポー ト治療2年 目である。



【考 察】Lindhe,Nymanは 歯肉フラップを開

け肉芽組織と根面の感染 を除去する歯周外科と肉

芽組織は残 したまま根面の感染だけを除去する歯

周外科の治癒の差を検討 した。結果,差 はなかっ

た。

Ramfjordら は肉芽組織を除去す る歯周ポケ ッ

ト掻爬 と根面の感染 を除去す るスケー リング ・

ルー トプレーニ ングの治癒の差 を検討 した結果,

差はなかった。

歯周外科の主 目的とは肉芽組織 を除去す ること

ではなく盲目的には除去 しきれなかった歯肉縁下

のプラークを確実に除去することにある。

切開や剥離を最小限に行うことには利点がある。

例えば,患 者 さん側術者側双方の負担が少ないこ

と,出 血が少ないこと,術 後疼痛 が少ないこと,

手術時間が少ないこと,安 価で出来ることなどだ。

【結 語】歯周外科の成否は切開や剥離の方法で

はなく,患 者 さん自身のプラークコン トロールに

ある。


